
学校番号 ２０９ 

平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 物理基礎 新訂版（実教出版）  

副教材等 エクセル物理 総合版 物理基礎＋物理 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自然現象の中から、基礎的な（複雑系を成していない）量と量との関係について、実験・観察を元に法則を見つけ

それを明確に（=数式化して）表現すること。またそれらを応用して、様々な事象を解析・予測して実世界の役に

立てること。物理学の目的はこれに尽きる。ここでは、初めて物理学に触れる高校２年生を対象に、初学者に要求

されている範囲ではあるがそれに答えうるようにしたい。そのための訓練をするつもりである。 

具体的には 実験→考察→仮説→検証→諸現象への応用という道筋を辿って力学・波動・熱・電気の現象の理解に 

至るよう導く。 

 

２ 学習の到達目標 

１．物理的な事物・現象に対する探究心を高める。 

２．目的意識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。 

３．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を身につける。 

４．科学技術の在り方について意思決定するために必要な，科学的な見方や考え方を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

科学的に諸現象を理

解しようと努めたか。 

仮説を立て、それが正

しいかを確かめる手

続き（検証）をしたか。 

またそれが最善の手

段かどうか学習仲間

と議論が出来るか。 

仮説を法則として捕

らえ、数理的に表現

することができる

か。またグラフ化等

分かりやすく表現で

きるか。 

一つの法則が、何種

類も集まって法則群

をつくり、この世界

を構成していること

を理解できるか。同

種の問題をその法則

群から解明できる

か。 

評
価
方
法 

諸現象を提示して、学

生に物理的見地で諸

現象の解明を求める。 

その作業への積極的

に関与したか。 

実験・考察レポート 

諸現象の解明の共通

項として、現象の元と

なる「仮説」を立てさ

せる。 

仮説を立てられるか、

それを仲間と議論を

して共通の仮説とし

て構築できるか。 

実験・考察レポート 

仮説とその検証実験

において 

・実験方法 

・データの取得 

・データの解析 

・対照実験（コントロ

ール）の企画 

・データの表示（グラフ

化） など出来るか 

諸法則を援用して 

問題（教科書に出て

くる例題～問題集の

標準問題～入試問題

～さらに複雑な問

題）を解くことが出

来るか。 

ノート・問題集レポ

ート・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

第
一
学
期
中
間
考
査
ま
で 

 

１
編 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第
一
章
運
動
の
表
し
方 

・物体の運動を測定し，その運動

を変位－時間のグラフや速度－

時間のグラフで表すことなどを

通して，変位や速度などの物体の

運動の基本的な表し方について

理解する。 

・同一直線上を等速直線運動して

いる物体の合成速 

度や相対速度について理解する。 

・物体が直線上を運動する場合の

加速度について理 

解し，グラフや式を使って物体の

運動を分析できるようになる。 

・物体が空中を落下する際の運動

の特徴，及び物体にはたらく力と

運動の関係について理解し，鉛直

の落下運動，水平投射，斜方投射

について式を使って扱えるよう

になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:等速直線運動より複雑な運動

にはどんなものがあるか。それ

を表現する方法を考える 

b:速度が変わる運動を表すため

「加速度」を考えて、それが様々

な運動をもれなく表せるかを考

える。具体的に、斜面と自由落

下の時の速度変化の表現を実験

を通して考えさせる。 

c:加速度運動の表現。 

グラフおよび数式であらわすこ

とができるか。 

また、移動距離、時間、初速、

ある時刻での速度、加速度はそ

れら（グラフ、数式）の何に対

応するか。 

d: 移動距離、時間、初速、ある

時刻での速度、加速度のうち、

いくつかが既知の時、残りの量

を求めることが出来るか。 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

一学期中間

考査 

第
一
学
期
期
末
考
査
ま
で 

第
一
学
期
期
末
考
査
ま
で 

第
１
編 

 
 

第
２
章 

様
々
な
力
と
そ
の
働
き 

 

・物体にはたらく様々な力を見抜

いてベクトルで表す方法を身に

つけるとともに，それらの力がつ

り合う条件を見いだせるように

なる。 

・力の合成や分解をベクトルで扱

えるようになる。 

・直線運動を中心に作用・反作用

の法則を理解し，つり合う力と作

用・反作用の力の違いを区別でき

るようになる。 

・慣性の法則，運動の法則につい

て理解する。さらに，これらの法

則を用いて物体 

にはたらく力と運動との関 

係を分析できるようになる。 

・摩擦力，及び液体や気体から受

ける力（圧力，浮力，抵抗力）に

ついて理解し，それ 

らがはたらくときの物体の運動

を分析できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:加速度と力の関係について思

いつく関係を挙げることができ

るか。 

 

b:そもそも力とは何か、どうや

って測るか、どうやって表すか。

その力と前の単元で学んだ加速

度との関係を調べる実験を立

案、実行できるか。 

c:その実験のデータを処理して

加速度と力の関係の仮説にたど

り着くか。さらに質量が変化す

るとどうか。 

d:ニュートンの運動の第二法則

とＣの結論は同じ。様々な類似

問題に援用できるか。 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

一学期期末

考査 



第
二
学
期
中
間
考
査
ま
で 

第
１
編 

 

第
３
章
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

・エネルギーを測るものさしとし

ての仕事の定義，及び仕事の原理

と仕事率について理解する。 

・仕事をする能力としての運動エ

ネルギーと位置エネルギーの表

し方について理解する。 

・力学的エネルギー保存の法則と

その適用条件について，仕事と関

連付けて理解を深め，この法則を

用いていろいろな運動を分析で

きるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a:「エネルギー」とはどんな「も

の」「概念（ｲﾃﾞｱ）」なのか、

考え探求に備えられるか。 

b:「仕事」の定義が正当なもの

か考え、諸仕事の量を表してみ

る。その仕事をされた物体が持

っている何かを「エネルギー」

と約束すると、その何かと物体

の状態（速さ・高さ・熱・・・・） 

はどのような数値関係にある

か。 

c:特に外から見て分かりやすい

高さ→位置エネルギー、速さ→

運動エネルギーの互いの移り変

わりに不変なものを見いだすこ

とが出来るか。 

d:力学的エネルギー保存の法則

を用いて、運動の第二法則では

解明しきれなかった力学現象を

解明できるか。 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

二学期中間 

考査 

第
二
学
期
期
末
考
査
ま
で 

    

第
二
学
期
期
末
考
査
ま
で 

  

第
２
編 

様
々
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第
１
章
熱 

・ブラウン運動などの観察を通し

て，原子や分子の熱運動と温度と

の関係を定性的に理解する。 

・原子や分子の熱運動というミク

ロな立場から，物質の三態変化，

絶対温度，及び潜熱（融解熱，蒸

発熱）について理解する。 

・熱量，熱容量，比熱，及び熱量

の保存について理解し，熱を定量

的に扱えるようになる。 

・仕事と熱の変換，内部エネルギ

ー，及び熱力学第１ 

法則について学び，熱現象とエネ

ルギーの関係について理解する 

・熱機関とその熱効率及び熱現象

の不可逆性について学び、エネル

ギーの有効利用についての理解

を深める。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:「熱さ」「冷たさ」「温度」

「熱」について関心興味を見い

だせるか 

b:物質のミクロな構成要素「分

子」「原子」の運動・振動とマ

クロな「熱さ」「冷たさ」との

関係に思い至るか 

c:原子分子の運動・振動の状態

と温度との関係の定性的な理解

に至るか（定量的な理解につい

ては弟３年次物理にて） 

d:物体の熱量の計算ができる

か。熱機関についての概略理解

ができるか。 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

二学期期末 

考査 

第
三
学
期
学
年
末
考
査

ま
で 

 

第
２
編 

様
々
な
物
理

現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第

２
章
波 

第
２
編 

第
３
章 

電
気

と
磁
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

弟
４
章
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
そ
の
利
用 

終
章 

物
理
学
が
拓
く
世
界 

 

・波の伝わり方について，横波と

縦波の違いを理解する。また，波

の基本的な性質を理解し，波の速

さ，波長，周期や振動数の量的関

係を扱えるようになる。 

・波の独立性，重ね合わせの原理，

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:「波動現象」について知る、

知ろうと努めるか 

b:「波」の正体は何であろうと

仮説を立てられるか。 

c:それを確認する実験・実験装

置を考えられるか。 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、波の作



反射について観察や作図を通し

て学び，定常波ができるしくみに

ついて理解する。 

・音波の性質として，うなり，固

有振動，共振，共鳴などを学び，

身近な楽器の原理について理解 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

d:波動現象の２年次に与えられ

た問題を解くことが出来るか。 

a:電気・磁気についてその正

体・本質を知ろうと努めるか。 

b:「電流」「電圧」「抵抗」に

ついての関係（中学校で学習し 

図プリント、ノ

ート・問題集 

考査 

二学期期末 

考査 

学習態度 

する。 

・材質，長さ，断面積の異なる金

属線の抵抗を調べる実験を通し

て，物質の種類による抵抗の違い

を抵抗率で表せることを理解す

る。また，物質の電気的性質によ

って導体，半導体，絶縁体に区分

できることを理解する。さらに，

複数の抵抗をつないだときの合

成抵抗を求めることができるよ

うになる。 

・電気のエネルギーについて，電

力と電力量を計算で求められる

ようになる。 

・交流と直流の違いを理解し，送

電における交流の利点を知る。 

・交流に関連して電磁波について

学び，光を含めたいろいろな電磁

波が現代の社会生活に利用され

ているこ 

とを知る。 

・近い将来に直面するであろうエ

ネルギー問題について関心を持

ち，様々な化石燃料代替エネルギ

ーについてその長所短所を知る。

エネルギー危機に対応できる基

本的な科学知識や態度を，討論や

探究活動などを通して身につけ

る。 

・「物理基礎」で学んだことが日

常生活やそれを支える科学技術

と結び付いていることを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

た）「オームの法則」について、

微視的的世界ではなにがそれに

対応しているか、仮説を立てら

れるか。 

c:それを証拠づける実験を考え

つくか。 

d:「オームの法則」の応用と、

送電の原理、送電損失を少なく

するため（だけではないが）「交

流」が遣われている事が理解で

きるか。 

 

 

 

a：エネルギー問題（化石燃料の

枯渇）について、考えられるか 

b：代替エネルギーを思いつくこ

とができるか。 

c：その長所短所について考えら

れるか 

d：さまざまな自然現象を物理的

に解釈する方法の最初の部分が

身についたか。 

 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

学年末考査 

 

 

学習態度 

演示実験 

生徒実験 

提出物 ：実

験・考察レポ

ート、ノート・

問題集 

考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


